
 

（第２号様式）   
令和４年４月７日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大船高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の知的好
奇心を喚起し、
思考力・判断
力・表現力を高
め、希望進路を
実現する教育課
程編成や組織的
な授業研究・実
践に取り組む。 
②学校行事や生
徒会活動等にお
ける生徒の主体
的な取組の促進
を図る。 

①教育環境の変
動に柔軟に対応
できるよう教育
課程の効果的展
開の工夫にあた
り、同時に求め
られる新たな学
力の育成に向け
た研究・修養を
推進する。 
②学校行事を通
して、主体性や
豊かな人間性の
涵養を図る。 

①-1 ICT 利活用
など環境状況に
対応した学習指
導にあたる。 
①-2 大きくｷｬﾘｱ
教育の視点も含
め、本校生徒に
最適化した授業
実践にあたる。 
②学校行事等の
運営を通じて生
徒の自主性や主
体性を育む。 

①-1 ICT利活用
など環境状況に
対応した学習指
導 が 展 開 し た
か。 
①-2 ｷｬﾘｱ教育
も含めた最適化
授業が実践され
たか。 
②  学校行事等
で主体的に計画
立案や問題解決
をする生徒の割
合 が 増 加 し た
か。 

①-1 休校・オンラ
イン授業に限らず平
素の授業でのＩＣＴ
利活用の学習指導を
進めた。 
①-2 生徒による授
業評価の他、実力テ
ストの検証等も含め
最適化に向けた授業
改善に取り組んだ。 
②新型コロナウイル
ス感染対策（形態変
更や規模縮小）を生
徒が主体的に熟考し
学校行事を実施し
た。 

①-1 一人一台ＰＣ
の有効活用に向けた
研究・研修が求めら
れる。 
①-2 教科内での研
究・修養に改善の余
地が大きい。教科会
の有効活用に力点を
置く必要がある。 
②昨年同様に内容を
削って行事を実施し
たので通常に戻す時
の引継ぎが重要課題
である。 

①一人一台ＰＣによる効
果的な授業展開について
研究を進めることを期待
する。 
 
確かな学力は課題を見つ
け、主体的に係わり行動
するところまでが学力で
す。是非生徒の皆さんが
主体的に社会に係わるよ
うな指導をお願いする。 
 
②コロナ禍で様々な制約
の中、内容を検討し、安
全面の配慮を施し、生徒
主体の学校行事を実施し
たことは大変評価でき
る。 
 

① ICT利活用は、コロナ感
染状況による休業等におい
てオンラインで授業を行
い、生徒の学習が停滞しな
いよう工夫し取り組んだ。 
令和４年度の入学生より、
一人一台端末による授業が
行われるが、各教科による
活用方法の具体を整理する
必要がある。 
②コロナ禍で、できる限り
学校行事を削減しないよ
う、様々な感染対策を行
い、生徒主体の行事を実施
することができた。 

①令和４年度入学生の一人一
台端末導入にあたり、各教科
での効果的な活用方法を検証
し、校内での共有を進める。 
教科会の時間を設定し、各教
科での課題を整理する。 
②生徒主体の学校行事の実施
に向けて、県内や校内の感染
状況を的確に検証し、感染リ
スクをできる限り最小限にす
るとともに、生徒や保護者
へ、学校の取り組みを丁寧に
説明し理解を求める。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①多様な生徒の
個に応じた支援
体制の充実を図
る。 
②個性を重んじ
るとともに、他
者への共感力と
協働的な行動を
尊ぶ姿勢を育成
する。 

①生徒を取り巻
く変化に対応す
るべく、各種連
携も含め、支援
体制充実のため
の職員の資質向
上を図る。 
②生徒の共感力
の向上を図る。 

①SC や SSW の有
効活用により実
践的な研修・情
報 共 有 を 進 め
る。 
②-1 いじめや人
権問題などの生
徒向け講演会の
実施および事後
検証にあたる。 
②-2 各部活動の
目 標 を 明 確 に
し、退部率を減
少させる。 

①教員の資質向
上および生徒情
報の共有化が図
れたか。 
 
②-1 生徒の内面
や行動に変化が
見られたか。 
②-2 退部率が減
少したか。 

①スクールカウンセ
ラーによる人権研修
を実施した。 
②-1 毎学期ごとにい
じめアンケートを実
施し、生徒対応を行
った。 
②-2 コロナ禍で感染
対策を徹底しながら
の部活動の方針や計
画を保護者に周知
し、安心して部活動
に参加できる共通認
識を持てた。その結
果昨年に比べて退部
率が減少した。 

①マスク着用や三密
を避ける生活のた
め、コミュニケーシ
ョンをとれない生徒
が多く、自己肯定感
を育む内容の人権研
修を活用する機会が
少なかったが、今後
は支援を要する生徒
の早期対応と支援に
活用していく。 
②-1 アンケート結
果を検証しいじめの
早期発見に努める。 
②-2 保護者会など
直接会う機会が少な
いため顧問との信頼
関係を作りにくかっ
た。 
 

①課題を抱えている生徒
に対して、きめ細やかな
支援を行っている。必要
により外部機関等との連
携も重要である。 
 
引き続き支援体制の充実
に期待する。 
 
傷つきやすい生徒が増え
ているので、家庭環境ま
で踏み込んで支援が必要
なケースもあると考え
る。 
 
②各種大会で上位入賞も
あり、学業との両立がで
きている。 

①支援を必要としている生
徒に対して、教育相談コー
ディネータを中心としたケ
ース会議を開催し支援に努
めた。また、外部機関と連
携した支援も行った。 
ケース会議で話し合われた
内容の情報共有の方法に課
題を残した。 
②-1 いじめアンケートを実
施し、状況把握に努め、い
じめの撲滅を図ったことに
より、大きないじめ問題は
起こらなかった。 
②-2 昨年度に引き続き、
退部率の減少がみられた。 

①ケース会議での情報につい
て、できる限り速やかに共有
できるシステムを構築する。 
②いじめアンケートや面談以
外に生徒の情報を把握できる
システムや、いじめ問題が生
徒の心に響く広報を検討す
る。 
各部活動の活動状況を保護者
へ説明し理解してもらえるよ
う、定期的に保護者会等を開
催することで顧問との信頼関
係を構築する。 

３ 進路指導・支援 

・生徒が自らの
資質・能力の向
上を自覚できる
進路指導を実践
し、生徒の「挑
戦」を支援す
る。 

①生徒の希望進
路を実現するよ
う組織的取組の
推進を図る。 
②外部機関等の
活用や教科指導
との連関を軸に
生徒自身の目標
設定および学力
の伸長に繋げ
る。 

①ｷｬﾘｱ教育ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑをもとに学年
段階に応じた進
路指導を充実さ
せる。 
②外部機関の結
果分析等と教科
指導との連関性
を高め、進路実
現を支援する。 

①ｷｬﾘｱ教育ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑをもとにし
た教育活動の実
証データが上が
ったか。 
②外部機関の結
果分析等と教科
指導との連関性
が高まったか。 
 

①コロナ禍であった
が、概ねプログラム
を実施することがで
きた。 
②外部機関の結果分
析会を学年ごとに実
施した。また、共通
テストや実力テスト
のデータ分析一覧を
作成し、教科指導に
役立てた。 

①新カリキュラムに
伴い、新１年からの
ｷｬﾘｱ教育を改めて検
討し、より充実させ
る。 
②外部機関の結果分
析に加えて、実力テ
スト等の前後指導を
より一層推進する。 
 
 
 

①引き続き支援体制の充
実に期待する。 
 
②新たな進路先が増える
といいと思う。 
 
奨学金の内容が保護者に
も的確に伝わるとよかっ
た。 
 

①生徒の希望進路実現に向
け、本校のｷｬﾘｱ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを実践し、生徒への支援
を図った。 
②外部機関の結果分析等を
職員で共有し、個々の生徒
への支援に活用できた。 

①②過去の個人データ等を比
較活用し、個々の進路実現に
向けた情報を提供する。 
②外部機関の情報を収集し、
情報の共有を図る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・地域に開か
れ、地域に貢献
する学校づくり
を推進する 

①新たな地域貢
献の取組につい
ての研究・実践
にあたる。 
②地域へ学校の
適切な情報発信
を行う。 

①地域交流・協
働にオンライン
での交流等を検
討・実施する。 
② 地 域 や 他 校
種、保護者との
連携を行い、ホ
ームページや学
校説明会の充実
を図る。 
 

①地域交流・協
働のオンライン
の交流等の企画
を 実 践 で き た
か。 
②ホームページ
や学校説明会を
通じて、本校の
魅力を十分に発
信できたか。 

①コロナ禍に対応す
るため、オンライン
で本校の情報を取得
できる環境を整え
た。 
②12 月に実施した学
校見学会の参加者は
約 1560名。ホームペ
ージ上に各種の説明
動画を掲載した。 

①コロナ禍の長期化
を見越し、直接来校
しなくてもオンライ
ンで学校関係のほと
んどの情報を取得で
きるように、環境を
整える。 
②年間３回の説明会
の位置づけを明確に
し、各回の内容に特
色を持たせる。ホー
ムページ上の学校の
特色に関する情報
を、更に充実させ
る。 
 

①コロナ禍でなかなか地
域との交流は難しいと思
いますが、できることか
らお願いしたい。 
 
鎌倉市のアフタースクー
ル事業との協働が図れれ
ばと考えている。 
 
②学校の情報配信を適切
に行っていると思う。 

①コロナ禍の影響により、
地域との様々な連携や交流
ができない状況であった
が、その状況下で、できる
限りの交流を図った。 
②学校説明会では、ホーム
ページ上に動画を掲載し説
明会に来校されなくても、
学校の情報を提供できるよ
う工夫した。 
学校見学会は、多くの申し
込みがあり、時間をこまめ
に設定することで、来校者
が密にならないよう対応で
きた。 

①コロナ禍で開催できなかっ
た地域との連携事業を開催す
る。また、新たな取組を検討
し地域に根付いた学校を目指
す。 
②学校説明会など、来校しな
くても本校の特色を理解で
き、学校の様子が伝えられる
ようなホームページを検討す
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼される学
校づくりを進め
る。 
②生徒と触れ合
う時間を多く作
る。 

①コミュニケー
ションを密にす
る環境を醸成
し、事故不祥事
の未然防止を徹
底する。 
②業務改善を進
め、効率的な学
校運営に取り組
む。 

①事故防止会議
や研修で、繰り
返し意識の醸成
を行う。 
②ICTの効果的な
活用を研究し、
会議運営等での
業 務 効 率 を 図
る。 

①事故防止の効
果検証を裏付け
る 結 果 が 出 た
か。 
②業務効率化が
体感できたか。 

①定期的に事故防止
会議を実施した。特
に、わいせつ事案に
ついては、映像を活
用した研修を行い、
事故防止の意識向上
が図られた。 
②会議や卒業式など
で ICT を効果的に活
用し、業務の効率化
を図るとともに、保
護者から信頼される
学校づくりに努め
た。 
 

①気にかかることが
あれば、お互いに声
をかけることができ
る職場となるよう、
日頃のコミュニケー
ションを重視した、
環境を整備を行う。 
②更なる ICT 活用に
関する研究が必要で
ある 
 

①コロナ禍対応で大変な
一年だったと思います。
先生方の負担が少しでも
軽くなるとよいと思う。 
 
教職員の方々の心身のケ
アにも努めていただきた
い。 
 
②困難な状況下、様々な
工夫をして運営している
ことに感謝する。 

①定期的に職場研修を実施
したことにより、職員の事
故防止の意識向上を図るこ
とができた。 
②ICT を効果的に活用し、
業務時間の効率化を図った
が、職員の多忙の解消には
至らなかった。 

①一般的な事故防止対策だけ
でなく、本校独自の教育環境
を検証し、個々の場面を想定
し事故防止につながるよう、
事故防止会議で検討する。 
②働き方改革を念頭に置いた
業務遂行となるよう、職員間
の協働性を醸成する。 

 

 


